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はじめに 
 
 ワイオミング州ジャクソンホールで開催されたプロジェクトＷＥＴ国際会議

に出席することを主目的にして、平成 16 年 5 月 14 日から 24 日にかけて米国へ

出張した。 
 往路、研究第一部所管業務である水辺の整備や活用に関する調査をロスアン

ゼルス市および周辺で、また水に関する施設や水面の利用に関する調査をフー

バーダムとブラックキャニオンにおいて行った。さらに、休日を利用してグラ

ンドキャニオンを視察した。 
 ロスアンゼルス市内においては、利用面から見た都市河川や水辺の状態に興

味があった。事前に調査地点等について具体的な情報を得ることができず、旅

行社に趣旨を説明しガイドを手配してもらった。このガイド（現地在住日本人）

が優秀で、河川以外にも、人々が憩う池、水に関する博物館、マリーナを案内

してくれ、そのどれもが非常に参考になった。 
 ロスアンゼルス川は、流路延長が１００ｋｍほどの日本でいえば中規模河川

であるが、下降から４０km 付近までは完全な三面張であり、ただ洪水を流すた

めの水路でしかなかった。これと比較してみると、憩いや潤いの場としての日

本の河川は、せっかくのものがむだにされているような気になってくる。 
 バルボア貯水池の水源は下水処理水であり、日本でも下水処理水の河川維持

用水としての利用が検討される中、参考になる事例である。 
 マリーナ・デル・ロイは、日本からも調査に行っているようであるが、不法

係留に悩む河川や海岸管理者には、施設としても管理面でも参考になる。 
 フーバーダムは、これひとつで日本のダムの総貯水量の倍あるといわれるが、

そのイメージからすると堤体はきわめて小さいという印象を受ける。これだけ

のものが１９３０年代に建設されたことは驚きであるが、堤体の設計支配外力

が水圧であり水量ではないことを考えると、現在においては日本の技術力もな

んら遜色のあるものではない。ただ地形と土地利用に恵まれないだけである。 
 プロジェクトＷＥＴ国際会議は今年が第 1 回目で、10 カ国から 26 人が出席

した。プロジェクトＷＥＴの国際化が進む中で、お互いが情報を交換したり先

行している国が後進の国における導入を助けることなどにより、全体として高

まっていくような組織作りが第一の目的である。 
 参加者の数の割には全世界から集まっており、内訳も政府関係者から NPO ま

で、また進度もさまざまであるが、そのいずれもが極めて熱心で、特に、経済

的に恵まれないアフリカから３カ国も出席していることや、フィリピンでは若

いボランティアが一生懸命に取り組んでいることは強く印象に残った。組織的

にも経済的にも恵まれている日本としては一層熱心に取り組む必要があろう。 
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１．都市部における水辺の整備と活用 
 
〔5 月 15 日(土)：ロスアンゼルス市内〕 
 
 ロスアンゼルス市内において、都市河川や水辺の状況を、主として利用面か

ら調査した。以下、調査地点ごとに述べる。 
 
１）．エコー公園 

・ 市内、メキシコ系を中心とする低所得者層の多い地域に存在。利用者も

周辺住民が多いと思われる。 
・ 水は、水位変動の形跡が無いことからフーバーダムなど遠隔地からの導

水と見られる。 
・ 市内の樹木等植物には、スプリンクラーによる灌水がなされる。この水

源も導水。水の少ないわりに水の管理は大雑把で、雨の日にスプリンク

ラーが回っていることもあるとのこと。 
 
                    

 
   写真－１ エコー公園         写真－２ 散歩する親子 
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２）．ロスアンゼルス・プエブロ歴史博物館 
・ 1819 年から 22 年にかけて、44 人のメキシコ人がロスアンゼルス川に水

源を求めて入植して後、遠隔地からの大規模導水により、今や全米第 2
位の都市に発展した歴史を、水に焦点を当てて展示した小さな博物館。 

・ メキシコ人街にあり、入場無料。 
・ 水に関係した仕事をするものから見れば、街の隅に小さくひっそりとあ

ることがもったいないような気がする。 
  

   
     写真－３ ロスアンゼルスへの導水の歴史の説明 
 

  
     写真－４ 実物大の導水管      写真－５節水ポスター 
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３）．ロスアンゼルス川（河口より約 35ｋｍ、ユニオン駅南東約１ｋｍ） 
・ 典型的な三面張――川幅 50～60ｍ。川辺で何か楽しもうという雰囲気で

はない。 
・ 真ん中に低水路（幅５～６ｍ）。 
・ 流速２～３ｍ／秒、流量４～５ｍ３／秒と推定される。 
・ 川底にテントが２、3 張り――浮浪者かレクリエーションかは不明。 
・ 水源は自然水源ではないと考えられる。下水処理水も入っていると思わ

れるが、見た目の水質は悪くなく、橋の上からでは臭いも感じなかった。 

 
写真－6 1st Street 橋上流方向   写真－７ 日光浴であろうか 

 
４）．ロスアンゼルス川（河口より約 40ｋｍ） 
  ・ここより下流は三面張、上流は側岸はコンクリート張だが河床部は植生

の状態から見て自然状態と思われる。 
  ・周辺には住宅もあり、河岸に遊歩道が設置されている。 
  ・河川環境の保全を訴える看板に併設して、川に生息する鳥、両生類、爬

虫類や植生の説明版が設置されているが、中に、『ガラガラヘビに注意』

との警告がある。魚が生息しているかどうかは不明だが、中に入って探

してみようという気にはならない。 

 写真－8 ここから上流はブッシュ  写真－９ 環境保全を謳う看板 
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写真－10 植生と生息動物 
            

写真－11 
  ガラガラヘビに

注意 
 
 
 

 
５）．バルボア貯水池 

・ 差し渡し１ｋｍほどの貯水池（reservoir）。丘陵上にあり、堤体は見当た

らない。 
・ 水源はロスアンゼルス市内の下水処理水。臭いも無く、見た目それとは

わからない。但し、流入部は少し泡立っている。 
・ ７日間貯留し、その間に窒素が除去されるとの、救護所係員の説明だが、

理屈はよくわからない。 
・ その後は、ロスアンゼルス川に放流されるとのこと。 
・ ボートに乗るにも救命胴衣の着用が義務付けられており、救護所もある。 
・  

 
  写真－12 バルボア貯水池     写真－13 ボート乗り場兼救護所 
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  写真－14 水辺で憩う家族連れ   写真－15 流入口(においは感じない) 
 
 
６）．マリーナ・デル・ロイ（王様の海の意） 

・ ロスアンゼルス空港北側、川河口の湿地帯を埋め立ててできた広大なマ

リーナ。 
・ 係留可能隻数７，０００隻。係留費＄５００／隻／月程度。 
・ 日本と違い、不法係留は取締りが厳しいとのこと。一人の権利とみんな

の迷惑のどちらを優先するかの違い。 
・ 最奥部には海水浴場も整備されている。子どもが多いのは、大人はサン

タモニカ等のビーチに行くためと思われる。 
 

   写真－16 説明看板     写真－17 上空より(左上ロス国際空港) 
                 ※マリーナ上方に流れ込むバローナ・ク

リークも三面張 
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  写真－18 ボートの大きさも様々  写真－19 最奥部の人工ビーチ 
 
７）．ロスアンゼルス市民にとっての水辺 

・ 水浴は、サンタモニカ等、数あるビーチかプール。プールは学校だけで

なく一般家庭やアパートなどにもかなりあるとのこと。 
・ 河川の利用は、多くが三面張か、緑があってもガラガラヘビがいる可能

性があることから、沿線の散歩などに限られるものと思われる。 
・ 市民にとっては、レクレーションには車でビーチや郊外に行くのが一般

的であり、市内の公園などは、車を持たない層の利用が多いと考えられ

るとのこと 
 

 
写真－20 バルボア貯水池      写真－21 マリーナ・デル・ロイ 

                          沿いのレストラン 
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２．河川関係施設及び水面利用調査 
 
〔５月１７日(月)：フーバーダム、ブラックキャニオン〕 
 
１）．フーバーダム〕  

・ フーバーダムはラスベガスから

バスで小１時間のところにある。

ツアーメニューもたくさんあり、

観光スポットのひとつ。 
・ 高さ２２１．４ｍ。堤頂長３７

９．２ｍ。堤体底幅(上下流方向)
２０１．２ｍ。重力アーチ形式。

コンクリート体積３３３万ｍ３

（付属設備を含む）。 
・ 総貯水量３９５億ｍ３（３２百

万エーカー・フィート）。貯水池

延長１８０ｋｍ。 
・ 堤体の第一印象は「小さい。」、

貯水池面積は「広い」。 
 

写真－22 フーバーダム 

写真－23 フーバーダム下流(上流側四角形は 
利水放流管、下流側アーチ型－左右にある－は 
洪水吐) 
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・ 目的（ラフティング・ガ

イドのブライアント氏に

よる）：①洪水調節、②利

水（農水、上水２１百万

人分相当）、③シルト・コ

ントロール（ダムにより、

９８．５％ピュア・ウォ

ーターになる）、④水力発

電 
・ 建設は１９３０年から１

９３５年。        写真－24 観光施設は右岸側に集中 

 写真－25 見えているのは貯水池のごく一部分 
 

・ フーバーダムの名前の由来は、６州にメキシコを加えた協定作りを成し

遂げた商務長官 Herbert Hoover よる。１９３０年当時のフーバー大統

領ではない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
      写真－26、27 観光客（月曜日午後 3 時頃の様子） 
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２）．ブラックキャニオン 
・ ラフティングによる川くだり（船

頭兼ガイド：ブライアント氏）。

乗客２９人（米国、英国、カナダ、

イスラエル、日本）。 
・ フーバーダムから１９km 下流の

ウィロー・ビーチまで、途中３０

分の昼食休憩（昼食は、出発時に

各自に保冷ボックスに入れて渡

される）を含み、３時間強。  写真－28 フーバーダム直下流の乗船場 
・ ツアー営業許可は当該会社に乗船場のみ下りているとのことだが、理由

は不明。９・１１テロ以降、フー

バーダム直下流に行けるツアー

は当該ツアーのみとのこと。 
・ ガイドの説明としては、フーバー

ダムの目的、建設当時の様子や残

骸、周辺の地形、動植物、温泉源

（摂氏５８度：汲み上げてきて説

明 ） な ど 。           

写真－29 ブラックキャニオン 
・ ダムのマイナス面については、「良いことばかりではない。」という程度

のさらっとした説明。質問に答える形で、流速４～５ｍ／秒（但し、実

感としてはとてもそのように速いとは感じられなかった）、水深１０ｍ程

度、河口部には水は届かない、というようなこと。―――質問にはでき

るだけ答えようとする意欲を感じ

た。 
・ 安全管理については、規則が厳しい

といいながら、ライフジャケットの

装着方法を教えただけで、実際には

装着させず。他に２隻いたが、そち

らは装着していた。一方、飛沫避け

にポンチョを無料配布するなどの

親切心があり、この点は、他の２隻

と逆。             写真－30 昼食のために上陸(水は 
特に冷たいとは感じなかった) 

・ ウィロー・ビーチでの、ボート等レンタル料は、５メートル級５０馬力
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釣り船が、＄２５／時間、＄１２５／日、３人乗りカヌーが、＄１５／

時間、＄６５／日。 
                     
 

   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

写真－31 沿川の動物         写真－32 ウィロー・ビーチ 
                        (貸しボート基地) 
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３．プロジェクトＷＥＴ国際会議 
 
〔5 月 18 日(火)～22 日(土)：於：ワイオミング州ジャクソンホール〕 
 
 
〔参加者〕 
 ＷＥＴ本部：デンス・ネルソン、ジョン・エトゲン、サバナ・バーネス、 

ジャスティン・ハウ、リンダ・ハヴィーム 
 本部関係者：サンドラ・デヤング、ハイディー・パウル、クリスティン・タ

ーディフ 
 カメルーン：ローズマリー・エニー 
 カナダ：ポウリーン・ニストロム 
 メキシコ：リタ・ヴァスケス、ギィェラモー・ラリオス、エトナ・フランコ、

ロサリンダ-*+・ヴィソーソ 
 パラオ：ヘレン・スギヤマ 
 フィリピン：ユッカ・ホロパイネン、ヴィッキー・メンドーサ、ジャマ・ジ

ャドワニ 
 トーゴ：セナ・アルーカ 
 ウガンダ：テディー・ティンダマニャイア 
 米国：ゲーリー・クック 
ハワイ：キム・ソルチャガ 
フランス(スポンサーのネッスル社より)：エトワン・サレス、ヒューベア・ジ

ェニス 
日本：山本雅史、佐藤聖介 
 
                    〔10 カ国、26 名〕 
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           ｸｯｸ  ｴﾄﾜﾝ    ｹﾝ 
    ｹﾝﾄﾞﾗ ｸﾘｽﾃｨﾝ      ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ  ｳﾞｨｯｷｰ ｼﾞｬﾏ 
  ｷﾑ  ｻﾝﾄﾞﾗ ﾛｻﾘﾝﾀﾞ ｴﾄﾅ       ﾘｮｳｺ    ｼﾞｮﾝ ﾋｭｰﾍﾞｱ 
 ｼﾞｬｽﾃｨﾝ     ﾍﾚﾝ     ｻﾊﾞﾅ   山本 佐藤 
  ｼﾞｬﾏ  ｷﾞｨｴﾗﾓｰ ﾘﾝﾀﾞ   ｾﾅ     ﾃﾃﾞｨ ﾘﾀ ﾎﾟｰﾘｰﾝ 
    ﾃﾞﾆｽ                   ﾊｲﾃﾞｨ 
 
 

       写真－33 プロジェクトＷＥＴ国際会議出席者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－13－



〔国際会議の目的〕（デニス・ネルソン） 
・ ネットワークの構築 
・ 新コーディネーターが

プロジェクトＷＥＴに

ついてより深く理解す

るための助言 
・ 将来に向けての計画：

各種会議、スポンサー

とのかかわり、ウエブ

サイト、等 
・ 共通認識の醸成 
・ パートナーシップにつ

いての理解 
                 写真－34 デニス・ネルソン 

(プロジェクトＷＥＴ主唱者) 
 
〔参加者の会議参加目的意識〕 

・ 各国間のパートナーシ

ップの構築 
・ 運営資金調達方法 
・ 戦略：教師へのアプロ

ーチ方法 
・ ガイドブックのローカ

ライジングの方法 
・ 意見交換／経験の共有 
・ 国内会議の立ち上げ 
・ ウォーター･フェステ

ィバルの計画 
・ 水に関する教育の目的

→平和          写真－35 出席者の熱意には感動する 
・ 第 4 回世界水フォーラ 

ムへの準備 
・ インターナショナル･ウエブサイトの構築 
・ 国際的リーダーの育成 
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〔検討中もしくは検討したい／してほしい事項〕(デニス・ネルソン他) 
・ 10 カ年計画の策定 
・ 各国版 WET ガイドブックの作成 
・ サポート体制の構築 
・ 印刷物や用具の配布／販売ネットワークの構築 
・ 各国オリジナルアクティビテ

ィーの開発（まず各国 1 サン

プル） 
・ 世界各地域リーダーシップワ

ークショップの開催 
・ 世界各地域事務所の開設 
・ コミュニケーション方法の改

善：本部よりニュースレター

を発刊(毎月) 
・ 世界共通の『水についての物

語』の作成          写真－36 会場のスノーキングロッジ 
・ 資金調達：各国用、インターナショナル用 
  15 年間民間資金には頼らずにきたが、政府援助が削減されたため、

やむを得ず民間からの援助を受け入れることにした。 
ヴ ァ レ リ ー ・ ゲ イ ツ

(Valerie Gates：スチール入

りゴムベルトの開発者)夫人

から今後 5 ヵ年で１２５万

ドルの資金援助が約束され

ている。また、ネッスルより

ほぼ同額が援助される予定

だが、こちらは毎年更新なの

で一抹の不安がある。このほ

か 50 企業がスポンサーにな

ることを申し出ている    写真－37 ジャクソン・ホール中心部 
メキシコ、フィリピンはネッスルが援助している。日本がどうするか

は日本の自由にしてよい。 
・ “Make a Splash”（全米各州で同一日に一斉に行われるウォーターフェ

スティバルにおける学童向け水教育活動）のビデオ作成 
・ 本部のモンタナ州立大学からの転出；より自由な活動 
・ プロジェクトＷＥＴ大学(バーチャル大学)の開校：20 年以内に 
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・ プロジェクトＷＥＴフェロー(メンター、インターン)の創設：本部に一定

期間勤める 
・ グローバル・ウォーター・スター・プライズの創設：水教育功労者の世

界的認知をめざす 
・ 学童向け書籍の増刊 
・ 島国の水問題、洪水、渇水への注目 
・ 2006年にメキシコシティーで開催される第4回世界水フォーラムへの対

応：その時にプロジェクトＷＥＴ国際会議を開催する→メキシコのリ

タ・ヴァスケスが中心となる。 
・ 来年の開催地→ハワイ：来年からは、名称はコーディネーター会議のま

まだが、一般参加者も受け入れる。 
 
 

〔各国からの発表〕 
・ 国の一般的事項 
・ 国の水の関する問題；洪水、水

不足、水質、上水道の未整備、

女性の過重労働(水汲み)、子ど

もの健康、貧富の差、トイレの

未整備 
・ 政府の水教育に対する理解／理

解のなさ 
・ 運営資金調達方法／困難さ 
・ 民族や言語の多様さに伴う活動の困難さ

(例：メキシコ－62 の言語、1 億人中 11
百万人が原住民でスペイン語も話せない) 

・ 活動状況 
メキシコ－1998 年～2003 年の間に 4000 人のエデュケーターを養成 

ガイドブックはメキシコ 版を作成済み 
フィリピン－3 年間で 1117 人のエデュケー

ターを養成 
ガイドブックは当初は米国版をそのまま使

用し、少しずつローカライジング中 
 
写真－38、39、40 各国の状況説明 
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〔会議中紹介されたアクティビティーやツール〕 
 

写真－41 驚異の旅 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

↑写真－42 レイン・スティック 
 
 
 
 

↑写真－43 地下水汚染の仕組み 
 
 
 

↑写真－44 透水層／不透水層 
         （説明模型） 
 
 
写真－45 透水層／不透水層 
      （アクティビティー）  
 

 

－17－



←写真－ 46  Accuracy( 正確 ) と
Precision(集中しているが全体が違

っている可能性がある)の違い－観

測に際して重要 
 

 
 

↑写真－47 グローブ・トス 
 
←写真－48 塵も積もれば 

 

↑写真－49 From H to OH 
 
 
←写真－50 8-4-1，One for All 
 

 
この他、 
 ・ハンプティー・ダンプティー（壊れた環境を戻すのは難しい） 
 ・ブルー・ビーズ（流域の概念を教える） 
 ・水の物語（水にかかわる物語の一部から出来事を当てさせる） 

－18－



〔スタディー・ツアー〕：スネーク川ラフティング 
 
写真－51 山からの雪解け水に乗って

約 12 マイルの川くだり 
(水深は１ｍ前後、流速は場所によるが

３ｍ／秒程度と思われる) 
 
 
 
 

 
 
写真－52 双胴型に比べ飛沫のかかり

方が少ない 
 
 
 
 

 
 
写真－53 ライフ・ベストを厳重に装

着 
 
 
 
 

 
 
写真－54 雷雨下での凍えるような昼

食 
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  写真－55、56 岸辺の管理は国家森林局（National Forest Service） 
       （左：丸石護岸、左：コンクリート破片を使った護岸） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    写真－57 ペリカンの大群（国鳥のハクトウワシも 3 羽見えた） 
 
 
〔その他〕 

・ ワークショップにおいては、peer teaching（参加者をグループ分けし、

それぞれのグループにアクティビティーを実演させる）ことが最重要 
・ ワークショップの人数は１０～５０人程度で、２５～３０人が最適 
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図－１ アクティビティーのローカライジングの手順 

対象となる国・地域・流域の選定

資金調達 

“リーダーシップチーム”の形成：基本方針の決定 
・ 年 3 回程度開催 
・ メンバーは８～10 人 

     水関係者：流域管理者、環境庁、開拓局、等 
     教育関係者：WET 本部、WET 州コーディネーター、 

先生、関係組織リーダー、等  
    場合により、スポンサー、協力者 

“アクティビティー作成ワークショップ”の開催 
・ ４０～７０人程度（水に関する分野の専門家、教育者） 
・ アイディア・プール（各人がアクティビティーにしたいテーマを指定した数

－例えば 3 つ－提案し、内容の似通ったものを整理･分類をする方法）によ

り、同趣旨の提案をした者を中心に 5 人程度のグループに分ける 
・ それぞれのグループでアクティビティーの内容を検討する 
・ 各人提案した数だけのグループに属することになるので、ワークショップに

は３～4 日かかる 

アクティビティーの草案づくり 
・ 著作活動をしている人は自己主張を盛り込みがちなので入れない 
・ この段階は時間がかかる 

テストの実施 
・ 学校でテストする場合もある 
・ いわゆるオーソライズもこの段階でする 

アクティビティー･ガイドブック案作成 

アクティビティーの実施 
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おわりに 
 
 いつどこへ行っても、見ること聞くことのすべてが勉強になる。 
 プロジェクトＷＥＴの運営や今後の業務遂行においてはもちろんであるが、

研究第一部においては環境教育に関係した講演や説明の機会もあり、それらの

場においても今回各地で見聞したことはおおいに活用できる。例えば、ロスア

ンゼルス川の、水の少ししかない三面張りや、緑があればガラガラヘビの恐怖

もあるという状況を見てもらえば、日本の川はむしろ恵まれているというよう

に意識を変えてもらえるかも知れない。 
 今回の出張においては、ロスアンゼルスにおいては新井茂子さんに、ジャク

ソンホールではリョウコ・メイソンさんに大変お世話になった。 
新井さんは、しばしば日本のテレビ局の依頼で現地取材のコーディネートを

するという方だけあって、案内先も説明も極めて要領よく、私たちとしてもラ

ッキーであった。今回は、土曜日であり、直接関係者を訪問して調査すること

ができなかったため、具体的な行き先について、新井さんのアイディアにこち

らの意向を入れたものを当日朝決めたが、あらかじめ案内してくれる人だけ決

めておいて、事前にメール等で打ち合わせておくことができれば、さらに有効

性が高まろう。 
リョウコ・メイソンさんは、最初にジャクソンホールに住み着いた日本人で

今も唯一の日本人であるが、余暇時間には市内を案内していただくなど、ホス

ピタリティーに富んだ方であった。プロジェクトＷＥＴ本部は、地元の商工会

議所に照会して探し出したようである。 
そのほか、プロジェクトＷＥＴ本部や参加者の好意もあって、快適に出張を

終えることができた。 
感謝しながら結びとしたい。 
 
                            〔以 上〕 
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米国出張(プロジェクトＷＥＴインターナショナル会議出席等）行程表（山本、佐藤（聖））(平成16年5月)

日次 月日（曜） 内　　　　　　　　容 都　市　名 現地時刻 交通機関 　宿　泊　地 備　　考

1 5月14日（金） 都市部における水辺の整備と活用調査 成田発 16:25 ＵＡ８９０

（ロスアンゼルス市内及びその周辺） ロスアンゼルス着 10:05 ロスアンゼルス

2 5月15日（土） 都市部における水辺の整備と活用調査 ロスアンゼルス発 15:40 ＵＡ１４８８

（ロスアンゼルス市内及びその周辺） ラスベガス着 16:44 ラスベガス

3 5月16日（日） コロラド川（グランドキャニオン）視察 コロラド川 ラスベガス 休日利用

4 5月17日（月） 河川関係施設及び水面利用調査 フーバーダム ラスベガス

（フーバーダム及びブラックキャニオン） ブラックキャニオン

5 5月18日（火） プロジェクトＷＥＴインターナショナル会議 ラスベガス発 7:00 ＤＬ７３６ 会議詳細別紙

　　　　　（ワイオミング州ジャクソン） ソルトレイクシティ着 9:15

ソルトレイクシティ発 10:00 ＤＬ４１００

ジャクソン着 11:05 ジャクソン

6 5月19日（水） プロジェクトＷＥＴインターナショナル会議 ジャクソン ジャクソン

7 5月20日（木） プロジェクトＷＥＴインターナショナル会議 ジャクソン ジャクソン

8 5月21日（金） プロジェクトＷＥＴインターナショナル会議 ジャクソン ジャクソン

9 5月22日（土） プロジェクトＷＥＴインターナショナル会議 ジャクソン発 16:30 ＤＬ４１０２

ソルトレイクシティ着 17:32

ソルトレイクシティ発 19:05 ＤＬ４１０２

ロスアンゼルス着 20:02 ロスアンゼルス

10 5月23日（日） 帰途 ロスアンゼルス発 12:55 ＵＡ８９１ 機中

11 5月24日（月） 帰着 成田着 15:55
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